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このたび、令和5年度から7年度までの3年間を計画期間とする「市川市総合計画 第三次基本計画」
を策定いたしました。計画の策定にあたり、長期間に渡りご審議いただきました市川市総合計画審議会
の委員の皆様をはじめ、市民ワークショップやパブリックコメントなどで貴重なご意見、ご提言をいた
だきました市民の方々、関係者の皆様に心より感謝申し上げます。

現在、私たちの社会は大きな変革期にいます。本市においても、少子高齢化の進行、高まる災害リス
ク、地球温暖化などによる気候変動、急速なデジタル化、そして、新型コロナウイルス感染症による社
会変容などは、市民の生活に大きな影響をもたらしています。

このような中、市政運営で最も重要なことは、具体的に行動し対策を講ずることです。第三次基本計
画では、まちづくりの目標を「具体的な対策で 持続可能な未来につながる まちづくり」とし、長期的
な視点を持ちながらも、3年間という計画期間におけるスピード感をもった取り組みを定めています。

本市が令和6年に迎える市制施行90周年、そして、100周年と、その先の未来に向かって発展し続け
るため、第三次基本計画のもと、市民の皆様とともにまちづくりを進めてまいります。今後も多くの皆
様の積極的なご支援とご協力をいただきますようお願い申し上げます。

令 和 5 年 4 月

市 川 市 長 田 中 甲

はじめに
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■ 基本構想
地域における総合的かつ計画的な行政運営を行うために、目指す
べき将来都市像や基本目標を定めたもので、平成12年（2000年）
12月議会の議決を経たものです。

■ 基本計画
基本構想で明らかにした将来都市像や基本目標を具現化するための
基本的な施策を定めています。

■ 実施計画
基本計画に示された施策を実現するための具体的な事業を定めて
います。実 施 計 画

基 本 計 画

基 本 構 想

第 三 次 基 本 計 画 策 定 の 趣 旨
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本市の総合計画である「市川市総合計画 I＆Iプラン21」は、長期的な将来展望に基づいて、市政運営を総合
的・計画的に進めるための根幹となる計画であり、市民と行政の共通の将来目標となるものです。

そのうち基本構想は、21世紀の第1・四半世紀（平成13～概ね令和7年（2001～2025年））を計画期間とし、
「人間尊重」「自然との共生」「協働による創造」を基本理念のもと、目指すべき将来都市像として「ともに築く
自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ」を掲げています。

22年前に掲げたこの基本理念や将来都市像は、今もなお本市にとって不変のものですが、そこに向かうアプロ
ーチ方法は、時代の変化を取り入れ、常に点検していかなければなりません。

第三次基本計画（令和5～7年度（2023～2025年度））は、将来都市像の実現に向けたこれまでのアプローチ方
法を今一度点検するため、時代の潮流や本市の現状、第二次基本計画の評価、そして、これらから見えてきた本市
の重点課題などを踏まえ、総合計画を補完するとともに、基本構想のもと第一次基本計画（平成13～22年度
（2001～2010年度））、第二次基本計画（平成23～令和2年度（2011～2020年度））をとおして進めてきた本市
のまちづくりを総括し、次期総合計画につなげていくための計画です。

ICHIKAWA CITY
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市川市総合計画における計画ごとの役割

計画期間

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

基本構想（概ね25年間/四半世紀）

第一次基本計画
（10年間）

第二次基本計画
（10年間）

見極め期間

第一次実施計画
（5年間）

第一次実施計画
（3年間）

第二次実施計画
（3年間）

第三次実施計画
（3年間）

第二次実施計画
（3年間）

第三次実施計画
（3年間）

重点推進ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

第三次
基本計画
（3年間）

実施計画
（3年間）

（年度）

Ⅰ 総 論



44.6 45.1
45.8 46.1 46.3 46.4 46.5 46.7 47.1 47.4 47.5 47.4 47.1 46.8 47.0 47.4 47.9 48.3 48.6 48.9 49.2 49.2

11.1 11.6 12.1 12.5 13.0 13.5 14.1 14.8 15.4 16.1 16.6 16.9 17.7 18.7 19.5 20.1 20.4 20.7 20.9 21.1 21.2 21.4

0%

20%

40%

60%

80%

100%

40.0

42.0

44.0

46.0

48.0

50.0

高
齢
化
率
（
％
）

総
人
口
（
万
人
）

総人口 高齢化率（65歳以上の人口の割合）

-1,000

-500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

社
会
増
減
（
人
）

51.4

45.5

49.7

41.3

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

総
人
口
（
万
人
）

シナリオ1（市民希望達成）
シナリオ2（国のビジョン達成）
シナリオ3（基準値の維持）

－ 人 口 －

● 総人口はこれまで増加傾向を維持してきたが、少子高齢化は着実に進行 (図1)
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図1 総人口と高齢化率の推移（各年3月31日時点）

資料：住民基本台帳人口

資料：住民基本台帳人口

転入超過が顕著

転出超過が顕著

図2 転入・転出者の年齢別比較（平成24～令和2年度の純移動数の平均）

人口減少・少子高齢化の進行、安全・安心に対する意識の高まり、価値観・ライフスタイルの多様化、
地域コミュニティの希薄化、経済情勢の変化、環境問題の深刻化、グローバル化の進展、デジタル化の普及と活用、
新型コロナウイルス感染症による社会の変容

図3 将来人口推計（総人口）

※令和2年（2020年）10月1日時点の国勢調査に基づく人口を基準として推計

● 近隣市と比べ、転入・転出数が多い自治体であり、
特に若い世代の転入超過と子育て世代の転出超過が顕著 (図2)

● 将来人口推計によると、本市においても、
今後、人口減少の局面に突入する可能性が高い

計 画 策 定 に あ た っ て02
時代の潮流

本市の現状

(図3)
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－ 都市基盤 － (図5)

● 東京外郭環状道路の開通などにより懸案で
あった南北の交通利便性が向上

● 下水道施設や市街地再開発など新たな都市
基盤の整備が進む

図5 市内全域地図
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－ 産 業 －

● 小売業などの事業所が多い都市型の産業基盤 (図4)

● 運輸業や教育、学習支援業などの売上の額の割合
が相対的に高い

図4 産業別事業所数（上位5業種）

資料：平成28年経済センサス
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扶助費 普通建設事業費 その他

（億円）

市民満足度や優先度から注力して取り組むべき施策を把握
（保健・医療、子育て、高齢者福祉、子どもの教育、生活環境、情報化など）

図7 中期財政見通し（歳出）

※令和4年度は当初予算額
※令和5年度以降は事業予算要求ベースで推計

図6 財政力指数（決算値）

（年度）

（年度）
※地方公共団体の財政力を示す指標で、基準財政収入額を基準財政需要額で除し

たもの。通常3カ年平均値を用いるが、各年度の差異をはっきりに示すため、
ここでは単年度の数値を用いる

● 中長期的には、人口減少に伴う市税収入の減少が
見込まれる一方、社会保障関係経費に代表される

「扶助費」や老朽化した公共施設・インフラの更新
に係る費用に代表される「普通建設事業費」が増加
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第二次基本計画の評価
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● 財政指標は類似団体と比べて概ね良好な数値で推移

(図7)

－ 財 政 －

Ⅰ 総 論

(図6)



地域コミュニティの再構築
少子高齢化や新型コロナウイルス感染症の影響などにより地域コミュニティの希薄化が進んでいることから、
人と人がつながる機会を創出・支援することで、地域コミュニティの再構築を図ります。

地域経済の活性化
社会経済情勢の変化の中で、まちの活力を維持していくため、消費活動の促進や事業者への支援を総合的に
行い、好循環を生み出すことで、地域経済の活性化を図ります。

カーボンニュートラルの実現
目の前に差し迫った地球温暖化などの問題に対して、多様な主体との連携のもと、積極的な取り組みを行い、
2050年までに二酸化炭素の排出量実質ゼロとする「カーボンニュートラル」の実現を目指します。

デジタル化による生活の利便性向上
デジタル技術の活用により、行政の効率化を行い、顧客目線で新たな価値の創造を目指し、市民生活の利便
性向上につなげます。

５

６

７

８

２

３

４
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時代の潮流や本市の現状、第二次基本計画の評価を踏まえた本市の重点課題を以下の通り整理します。

本 市 の 重 点 課 題03

１

ICHIKAWA CITY

子育て世代の定住促進と出生率向上
子育て世代（30代～40代前半）の転出超過が顕著であることから、それぞれのライフステージに寄り添った
施策を多面的・総合的に展開することで、定住促進に取り組むとともに、低迷する出生率の向上を図ります。

医療・福祉ニーズの増加に備えた健康寿命の延伸
今後、老年人口（65歳以上）の増加に伴い、医療・福祉ニーズの拡大と社会保障費の増大が見込まれること
から、全ての世代を対象に、健康寿命の更なる延伸に取り組みます。

感染症・激甚化する災害の対応
新型コロナウイルス感染症の対応を踏まえ、新たな感染症に対する危機管理体制を強化するとともに、激甚
化する自然災害に備え、ソフト・ハード両面による防災・減災対策などに取り組みます。

多様性を意識した施策展開
年齢や性別、国籍、地域、人種、障がいの有無などに関わらず、誰もが自分らしく、安心して暮らせる環境
をつくるため、多様性を意識した施策を展開します。



基本構想の将来都市像「ともに築く 自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ 」のもと、これを
実現するための「3年間のまちづくりの目標」を定めます。

ともに築く 自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ

将来都市像

具体的な対策で 持続可能な未来につながる まちづくり

３年間のまちづくりの目標

本市の長期的なまちづくり目標である「市川市総合計画 I&Iプラン21」の計画期間が残り3年と
なりました。

この3年間では、本市が将来都市像の実現に向け進めてきたこれまでのまちづくりの成果を現
在の世代に一層享受してもらうとともに、将来の世代にうまく引き継ぎ、持続可能な未来につな
げていかなければなりません。

そのためにも、第三次基本計画では、将来を見据えたうえで今取り組むべき課題である「本市
の重点課題」や、地球全体における課題の解決のために定められた目標である「SDGs」を踏ま
え、具体的な対策を進めるための実効性・即効性のある施策を講じます。

３ 年 間 の ま ち づ く り の 目 標04
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Ⅱ 目指す姿
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重点課題 子育て世代の定住促進と出生率向上

未来へのアプローチ

安心して子育てができる

未来へのアプローチ

子どもたちが希望をもって、
自ら伸び、育つ

未来へのアプローチ

災害・感染症に強く、
安全・安心を実感できる

未来へのアプローチ

いつまでも地域で健やかに暮らせる

基本構想

重点課題 感染症・激甚化する災害の対応

重点課題 医療・福祉ニーズの増加に備えた
健康寿命の延伸

基本構想ああああああああ

未来へのアプローチ

「文化のまち」の
息づかいが感じられる

重点課題 地域コミュニティの再構築

未来へのアプローチ

多様な主体がつながり、
協力し合う

重点課題 多様性を意識した施策展開

未来へのアプローチ

多様性を認め合い、個人が
尊重され、自分らしく暮らせる

重点課題 デジタル化による生活の利便性向上

未来へのアプローチ

デジタル技術で
だれもが快適になる

経済の活性化により
地域が発展する

重点課題 地域経済の活性化

未来へのアプローチ

重点課題 カーボンニュートラルの実現

未来へのアプローチ

地球環境を守り、豊かな
市川の自然を次世代につなげる

「基本構想」と「本市の重点課題」から、施策の横串「未来へのアプローチ」を導き出すことで、複雑・多様
化する諸課題に対応し、施策横断的な視点から市川らしい施策展開を目指します。

未 来 へ の ア プ ロ ー チ05
ICHIKAWA CITY 



基本目標１

真の豊かさを
感じるまち

基本目標２

彩り豊かな
文化と芸術を
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を
身
近
に
感
じ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

文
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を

ま
ち
の
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性
化
に
活
か
し
ま
す

暮
ら
し
の
中
で
「
ま
ち
の
文
化
」
を
育
み
ま
す

大
分
類

1 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

保
健
・
医
療

子
育
て

地
域
福
祉

障
が
い
者
福
祉

高
齢
者
福
祉

社
会
保
障
・
住
ま
い

ス
ポ
ー
ツ

子
ど
も
の
教
育

生
涯
学
習

雇
用
・
労
働

多
様
性
社
会

平
和

文
化
・
芸
術

文
化
的
資
産

観
光

安心して子育てができる ● ● ● ● ● ● ● ● ●

いつまでも地域で健やかに暮らせる ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

災害・感染症に強く、安全・安心を実感できる ● ● ● ● ● ● ● ●

多様性を認め合い、個人が尊重され、自分らしく暮らせる ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

多様な主体がつながり、協力し合う ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

経済の活性化により地域が発展する ● ● ● ●

地球環境を守り、豊かな市川の自然を次世代につなげる ●

デジタル技術でだれもが快適になる ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

子どもたちが希望をもって、自ら伸び、育つ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

「文化のまち」の息づかいが感じられる ● ● ● ● ● ● ● ●

未来へのアプローチ

06 施 策 の 体 系

Ⅲ 施策別計画

9 |   Digest of The Third Basic Plan



基本目標３
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ち
を
つ
く
り
ま
す

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

廃
棄
物
の
発
生
を
抑
制
し

資
源
循
環
型
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

市
民
と
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
ま
す

分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

行
財
政
運
営
を
推
進
し
ま
す

情
報
通
信
技
術
を

市
民
生
活
の
向
上
に
活
か
し
ま
す

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41

危
機
管
理

防
災

消
防

市
民
安
全

交
通
安
全

道
路
・
交
通

下
水
道

住
宅
・
住
環
境

公
共
施
設

土
地
利
用
・
景
観

経
済
・
商
工
業

都
市
農
業

水
産
業

自
然
環
境
・
生
物
多
様
性

公
園
・
緑
地

水
辺

地
球
環
境

生
活
環
境

資
源
循
環
型
社
会

協
働
・
市
民
参
加

情
報
発
信
・
提
供

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
市
民
活
動

行
政
経
営

財
政
運
営

広
域
行
政
・
大
都
市
制
度

情
報
政
策

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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真の豊かさを感じるまち

※全体版では施策分野ごとに17のゴールを整理

SDGs

11 |   Digest of The Third Basic Plan

※全体版では94の施策の小分類を掲載

基本目標１

Ⅲ 施策別計画

施策分野（施策の大分類） 施策の中分類

1 保健・医療
・ 健康づくりの推進
・ 感染症対策の推進
・ 母子保健の推進

2 子育て
・ 地域における子育て支援
・ 乳幼児期における保育の質の向上
・ 特別な支援を要する子ども、子育て家庭への支援

3 地域福祉
・ 地域共生社会への意識変革
・ 地域への参加と交流の体制づくり
・ 地域の安心と信頼の向上

4 障がい者福祉

・ 社会参加・就労の促進
・ 生活支援の充実
・ 医療・リハビリテーションの支援
・ 地域の理解・支援の促進

5 高齢者福祉
・ 介護予防と生きがいづくりの充実
・ 介護サービス及び生活支援サービスの充実

6 社会保障・住まい
・ 安心して暮らせる社会保障の充実
・ 住まいの安心・安全への支援

7 スポーツ
・ スポーツをする機会の提供
・ スポーツをみる感動の発信
・ スポーツをささえる環境の充実

8 子どもの教育
・ 社会の一員としての自覚を養う教育
・ 一人一人の可能性を広げる教育
・ 豊かな人間性を育む教育

9 生涯学習
・ 生涯を通して学び続けられる学習環境の実現
・ 大学と連携した学習機会の提供

10 雇用・労働
・ 就労支援の推進
・ 多様な働き方の推進

11 多様性社会
・ 多様性社会の実現
・ 人権の尊重

12 平和 ・平和意識の高揚
・国際平和のための活動の促進と支援



※全体版では25の施策の小分類を掲載

※全体版では施策分野ごとに17のゴールを整理

SDGs

Digest of The Third Basic Plan  | 12
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施策分野（施策の大分類） 施策の中分類

13 文化・芸術
・ 文化芸術に触れる機会の拡充
・ 文化芸術活動への支援

14 文化的資産
・ 伝統文化の継承
・ 文化財の保護及び文化的資産の保全と活用

15 観光
・ 地域一体型の観光の推進
・ 魅力の発信による市川ブランドの確立

彩り豊かな文化と芸術を育むまち基本目標２



※全体版では102の施策の小分類を掲載

※全体版では施策分野ごとに17のゴールを整理

SDGs

13 |   Digest of The Third Basic Plan

Ⅲ 施策別計画

施策分野（施策の大分類） 施策の中分類

16 危機管理 ・ 危機管理体制の推進
・ 新たな感染症への対応

17 防災
・ 激甚化する自然災害への備え
・ 自助・共助を基本とした地域防災力の向上
・ 治水対策の推進

18 消防
・ 消防力の強化
・ 火災予防の推進
・ 救急体制の充実

19 市民安全 ・ 防犯まちづくりの推進
・ 消費生活相談体制の充実

20 交通安全
・ 交通安全に関する意識啓発
・ 安全な歩行空間・自転車走行環境の整備
・ 通学路の安全性向上

21 道路・交通
・ 道路交通網の充実
・ 道路の安全性の確保
・ 公共交通の充実

22 下水道
・ 下水道普及率の向上
・ 安心な暮らしを支える下水道の整備
・ 経営基盤の強化

23 住宅・住環境 ・ 安心して暮らせる安全な住まいとまちづくり
・ 良質な住まいと魅力ある居住環境づくり

24 公共施設 ・ 公共施設等総合管理計画の推進
・ 公共施設における脱炭素の推進

25 土地利用・景観 ・ 適切な土地利用による魅力と活力あるまちづくり
・ まちの個性に彩られた表情豊かな景観形成

26 経済・商工業

・ 産業基盤の強化
・ 経営人材の育成
・ 地域に根差した産業の育成
・ 域内経済循環の構築

27 都市農業
・ 活力に満ちた農業の推進
・ 都市農地の保全
・ 都市農業への理解の醸成

28 水産業 ・ 漁業環境の整備
・ 水産業への理解促進

安全で快適な魅力あるまち基本目標３



施策分野（施策の大分類） 施策の中分類

29 自然環境・生物多様性
・ 自然環境の保全と生物多様性の推進
・ 自然と触れ合える機会の創出

30 公園・緑地
・ 魅力ある公園の整備
・ 緑地の保全

31 水辺
・ 水辺の環境の保全
・ 水辺を活用したまちづくり

32 地球環境
・ カーボンニュートラルの実現に向けた取り組み
・ 環境に関する理解と意識の醸成

33 生活環境
・ 良好な生活環境の保全
・ 安全で清潔な生活環境の保持

34 資源循環型社会
・ 3Rの推進
・ 廃棄物の適正処理の推進

人と自然が共生するまち

※全体版では36の施策の小分類を掲載

※全体版では施策分野ごとに17のゴールを整理

SDGs

施策分野（施策の大分類） 施策の中分類

35 協働・市民参加
・ 市政に参加しやすい環境づくり
・ 多様な主体の連携によるまちづくり

36 情報発信・提供
・ 個別最適な手法による広報活動の充実
・ 広報を活用した市政への関心の向上
・ 情報公開の一層の推進

37 地域コミュニティ・市民活動
・ 地域コミュニティの活性化
・ 新たなコミュニティ形成の促進
・ 市民活動活性化への支援

38 行政経営
・ 効率的な行政経営
・ 時代に即した政策展開
・ デジタルトランスフォーメーションの推進

39 財政運営 ・ 健全な財政運営

40 広域行政・大都市制度
・ 自治体間連携の強化
・ 中核市移行に向けた調査・研究

41 情報政策
・ 情報システム全体の最適化
・ 情報通信技術を活用した市民サービスの提供
・ 情報セキュリティ体制の運用

市民と行政がともに築くまち

※全体版では42の施策の小分類を掲載

※全体版では施策分野ごとに17のゴールを整理

SDGs

基本目標５
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市川市　第三次基本計画 検 索

市川市総合計画 I＆Iプラン21　第三次基本計画
（概要版）
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